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前掲註 45、後掲註 98及び註 110も併せて参照されたい。
72）『京都産業大 Introduction to KYOTO SANGYOU UNIVERSITY ’ 65-66』。

















































































































































50巻 1・2号（平成二十九年一月）、51巻 1号（平成二十九年四月）、52巻 2号予定（近刊）。
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を、岩畔にとっては何より世界問題研究所
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に限っての話である。というのも、後掲註 111で述べるように、若泉が「総
理の密使」役を引き受けた昭和四十二年九月以降、事実上、若泉にとって研究所は “政治的な密命のための擬装
組織” や “密使の策源地” という―表向きの趣旨とは異なる―秘められた意味合い
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日本を発たねばならなかった。来日したばかりのトイン







































































の記録が、相次いで『京都産業大学論集』の第 6巻第 4号、第 7巻第 3号、第 8巻第 4号に掲載された。
116）前掲註 112で述べた区別に従えば、④、⑤、⑥が外在的要因に属し、①、②、③、⑦が内発的な要因に属する。






































































































































130）「世界問題研究所研究特輯」No.1、『京都産業大学論集』第 6巻第 4号、昭和五十二年九月、1～ 2頁。
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世界問題研究所を設置する」としていたところを、新たな「設
置規程」は「京都産業大学に世界問題研究所を附置する




















































































































「世界問題研究所研究特輯」No.1、『京都産業大学論集』第 6巻第 4号、昭和五十二年九月、 
「世界問題研究所研究特輯」No.2、『京都産業大学論集』第 7巻第 3号、昭和五十三年七月、 
「世界問題研究所研究特輯」、『京都産業大学論集』第 8巻第 4号、昭和五十四年六月 136）、 
136）『京都産業大学論集』第 6巻第 4号、第 7巻第 3号、第 8巻第 4号に掲載された、これら三つの「世界問題
研究所研究特輯」は、上記三回の連続シンポジウム「世界における日本の文化―いま問われるべきものの本
質―」（正）、（続）、（完）の記録である。総計で 308頁に及ぶこれらの記録は、「世界問題」という研究所の
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③ 『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 6巻、昭和六十年九月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 1号、昭和六十一年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 7巻、昭和六十一年十二月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 2号、昭和六十二年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 8巻、昭和六十三年三月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 3号、昭和六十三年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 9巻、平成元年三月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 4号、平成元年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 10巻、平成二年三月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 5号、平成二年三月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 6号、平成三年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 11巻、平成三年七月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 7号、平成四年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 12巻、平成五年三月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 8号、平成五年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 13巻、平成六年三月、 
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『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 9号、平成六年三月、 









③ 『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 14巻、平成八年三月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 11号、平成八年三月、 
『世界の窓 京都産業大学世界問題研究所所報』第 12号、平成九年三月、 
『京都産業大学世界問題研究所紀要』第 15巻、平成九年十一月、 
























































村山談話国際セミナー「Murayama statement: its contemporary and future implication for the 






































Kazuhiko Togo (ed.), Japan and Reconciliation in Post-War Asia: The Murayama Statement and Its 




Kazuhiko Togo and G. V. C. Naidu (eds.), Building Confidence in East Asia: Maritime Conflicts, 
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